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12月議会を傍聴したみなさんから意見・要望をいただきました。
� （アンケートへのおもな回答）

傍聴者からの

声

12月6日
　~9日 12月議会定例会

12月6日 全員協議会、総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
12月7日 議員懇談会、広報常任委員会
12月9日 議会運営委員会、全員協議会
12月10日 舟山恵美子氏「優勝」お祝い会

12月11日 川俣町役場新庁舎落成式、川俣町合併６0周年記念式
典（川俣町）

12月14日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町町民会議役員会

12月15日
第21回義経まつり第４回実行委員会
町叙勲・各種表彰祝賀会

12月17日
町青少年健全育成推進町民大会
公立藤田総合病院白藤会忘年会（福島市）

12月20日 地方自治研究交流セミナー（第２回）、町合同懇談会

12月22日
伊達地方衛生処理組合議会全員協議会・議会臨時会
（伊達市）
伊達地方衛生処理組合議会議員視察調査（新潟県~2３日）

12月2３日 あつかし山ビッグツリー点灯式
12月25日 道の駅プレ・パーティー

12月2６日
福島地方土地開発公社国見町評議委員会
公立藤田総合病院組合議会臨時会

12月27日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町町民会議
１月４日 町職員表彰式、町新春賀詞交歓会

１月５日
交通三団体交通安全祈願祭、広報常任委員会
「明日へ。復興・きずなイルミネーション」クロージ
ングパーティー

１月８日 町消防団出初式、町成人式

１月10日
町文化財センター「あつかし歴史館」オープン式典
国見地区建築業組合定期総会

１月11日 総務文教常任委員会、知事懇談会（福島市）
１月12日 産業建設常任委員会
１月1３日 広報常任委員会

１月1８日
広報常任委員会
地方自治研究交流セミナー（第３回、福島市）

１月1９日 議員懇談会、奈良県大和郡山市視察来庁
１月20日 伊達郡町村議会議長会議長会議、新春懇談会（福島市）

議会の動き

議場でのやりとりに耳を傾ける傍聴者

◦議員の日常の活動が見えない。� （60代・男性）
◦同様な内容の質問は事前に調整してほしい。
� （60代・男性ほか）
◦一般質問通告書が配布され大変参考になったので継
続してほしい。� （70代・男性）

◦質問者の順番が受付順とはわかりやすくて良い。
� （70代・男性）
◦質問はもう少し調べてからしてほしい。問題点をあ
ぶり出してほしい。� （60代・男性ほか）

◦一般質問の開会時間を早めてほしい。�（80代・男性）

◦答弁者が資料は全部町長だが、町長以外がないのは
なぜか。� （60代・男性）

◦自分の質問として書いた文字が円滑に読めない。
� （60代・男性）
◦エネルギー関連の問題は国会レベル。もっと当町に
関するレベルの事案とされたい。また、阿津賀志
山は町のシンボルでできるところから整備に着手
しないのはおかしい。町民の要望でもある。

� （50代・男性）
◦町側の答弁に積極的な姿勢が欲しい。阿津賀志山整

備とはどんな考えか。� （60代・男性）
◦議場に国旗・町旗の掲示を願う。
� （80代・男性）

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

TEL 585-3295（直通）

次の定例会は３月２日
開催予定です

●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで
　気軽に傍聴できます。

●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者
　には議案資料を提供します。
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伊
達
郡
三
町（
国
見
、
桑
折
、
川
俣
）が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
町
村
議
長
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
全
4
回
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桑
折
町
の
屋
内
温
水
プ
ー

ル
・
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
「
イ
コ
ー

ゼ
！
」
に
お
い
て
第
1
回
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
全
体
で
事
実
と
し
て
発
生

し
て
い
る
人
口
減
少
問
題
が
、

最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が

地
方
で
す
。
今
回
の
講
演
は
、

経
済
の
発
展
と
の
関
係
に
視
点

を
向
け
た
も
の
で
し
た
。

　

人
口
が
増
え
れ
ば
生
産
性
が

上
が
り
需
要
も
拡
大
し
、
経
済

の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
停
滞
な

　

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
2
回
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
題
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

は
少
子
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊

に
つ
い
て
自
治
体
消
滅
論
を
引

き
合
い
に
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
講
師
に
よ

る
と
現
実
的
に
こ

の
計
画
を
進
め
る

た
め
に
は
無
理
が

あ
り
、
と
り
わ
け

計
画
策
定
に
か

か
る
自
治
体
の
負

担
が
大
き
い
こ
と

と
、
計
画
に
つ
い

て
も
数
値
目
標
が

主
眼
で
あ
る
こ
と

か
ら
否
定
的
な
話

と
な
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
と
い

う
こ
と
で
、
補
助

金
の
罠
に
は
か
か

ら
な
い
よ
う
に
と
の
話
は
、講
師

の
経
歴（
大
学
の
副
学
長
）か
ら

す
る
と
、
経
験
済
み
の
事
で
も

あ
り
ま
す
。
議
員
の
立
場
と
し

て
も
先
見
の
明
を
養
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
浅
野
富
男
）

く
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
現
在
、
人
口
が
減
少
す

る
中
で
地
域
社
会
を
ど
う
存
続

さ
せ
る
か
で
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
が
、
違
う
視
点
で
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す
。
生
産
と
消
費
が
か

み
合
わ
な
い
こ
と
で
経
済
は
停

滞
し
て
お
り
、
こ
の
状
態
か
ら

ど
う
に
か
抜
け
出
し
た
い
と
い

う
の
が
人
口
減
少
を
理
由
に
し

て
の
地
方
創
生
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
人
口
増
は
歓
迎
し
ま

す
が
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
人

類
史
的
、
地
域
の
社
会
性
な
ど

多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
と
な

ら
な
け
れ
ば
、
過
疎
を
作
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

地
方
の
人
口
は
少
な
く
て

も
、
そ
こ
で
生
活
が
続
け
ら
れ

れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。

田
舎
で
の
生
業
が
保
障
さ
れ
れ

ば
そ
れ
で
良
い
の
で
す
。

�

（
報
告
者
　
浅
野
富
男
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

経
済
の
局
面
か
ら
考
え
る

自
治
体
の
負
担
が
大
き
い
地
方
創
生
計
画

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

講
師
　
福
島
大
学
　
初は

つ

澤ざ
わ

　
敏と

し

生お

教
授

地
方
創
生
と
地
方
議
会
の
役
割

講
師
　
福
島
大
学
　
功く

ぬ
ぎ刀

　
俊と

し

洋ひ
ろ

教
授

第１回報告
１１月7日

第2回報告
１2月20日

地
域
課
題
の
解
決
へ
向
け
て

説明はスライドを使ってわかりやすく

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た


